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＝ Match  Report ＝ 

決勝令和元年総体兼第６２回　関東高等学校サッカー大会県予選会

福田　康平

　快晴の中、やや荒れたピッチコンディションでの試合。前日の準決勝で激闘を制して関東大会への出場権を手にしたチーム同士の決
勝となった。特に前日に延長戦までもつれこんだ真岡にとっては体力的にタフさが求められるゲームであった。佐野日大は前日と同じ１
－３－４－３のシステム、真岡は１－４－４－２のシステムでスタートした。互いにコンパクトな陣形を保ち、セカンドボールを激しく奪い
合う展開が続く。序盤は両チーム共に芝の状態も考慮してか、ロングボールを中心にシンプルに攻める形での得点を狙う。佐野日大は
守備時には１－５－４－１に近い形にフォーメーションを変え、奪ってからＦＷ⑫熊倉をターゲットにして、ＦＷ⑨若月やＭＦ⑪大塚が絡
んでいく。真岡はＭＦ⑦真下とＭＦ③相澤雄を中心にボールを動かしてＭＦ⑨渡辺やＤＦ②伊藤がサイドからドリブルで仕掛けてチャン
スを作り出す。佐野日大は真岡の攻撃の起点となるボランチ２枚をＦＷ３枚で牽制しながらサイドでボールを奪いカウンターを狙うが、
真岡も長短織り交ぜてボールを動かし、狙い通りにボールを奪わせずに保持する。時折真岡がＦＷへボールを入れるが、佐野日大の
３バックが厳しいマークで対応し自由を与えない。真岡⑩相澤敬がボールを受けて個人技でシュートまでいくシーンは何度かあったもの
の、前半は０－０のまま終了した。
　後半は、両チーム交代はなく前半と同じメンバーでキックオフした。後半１０分に佐野日大は前日ゴールを決めているＦＷ⑯早瀬を投
入し、ボールを早瀬に集めて攻撃の形を作りだそうとする。それに対し真岡はセカンドボールを回収して対応する。さらに佐野日大はＭ
Ｆ⑥渡部を投入し、攻撃を活性化する。給水タイム前後から全体的にややオープンな展開になり、両チーム共にチャンスが増え始め
る。しかし互いにラストパスやシュートの精度を欠き、なかなか得点には至らないまま時間が経過する。延長戦も見え始めた後半４３分
に、ゴール前のこぼれ球を交代出場の真岡㉕福島が左足で豪快にゴールネットに突き刺し、遂に佐野日大の堅守を破った。このゴー
ルが決勝点となり真岡が優勝をつかんだ。
　両チーム共に堅守を誇り、非常に集中した守備をベースとして勝ち進んできた。関東大会に向けては、いかにして良い守備からゴー
ルを奪うかという面を向上させ、関東大会で良い成績を収めてもらいたい。
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